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洞 密 き を 承 け て 第 一 首 で 「た、かひ人」の語を用いている。第
三歯で は この「た、かひ人
J
を 「 友 提 習 」と酋い換えるとともに、
第一首の「息ひ見むとす」に対して実際 に 会 い 「 行 かむとす」と呼応 さ せ て い る 。 このように第一 首 と 第 三 首 は と も 111 務に従う同期の友人のこ を詠んで対 応 し ている。一方、 第 二 首と第四首は、軍務に服する「族ぴと」を歌って奔き合う。こうして、・「 感 甜 」 四 首 は 、 第 一 首 と 第 三 首 、 第 二 首 第 四 首が閃応する構成となっていると言うこ ができる。
最後に、「倭をぐ な 」の「冬の光り
J
( 昭 和 二 十 二 年 一 月 発 表 ）
と姐する 四 首 一 辿の歌群を取り上げ よ う 。
うごかざるら
な し ( 2
)
ヽ ' , ' ， ＇ ， ＇ 、
我が行かむ
して民家を捉 えた表現）と詠 ん でいる。


















散 り ぢ に
音絶えゆきぬー。年
の寒きに
の一首とに分かれることが、両者の間に樅かれた小符号によって示 さ れ ている。
当面の四首は、終戦後一年半足ら ず 経 った時点での作で、第一
首 は 、
歩 み 入 る
小 路の奥の力から皿こ え で く る
子どもの「味ぶ
啓」（泣き 叫 ぶ 声） を 通 し て 、
大 人 だ け で な く 子 ど も ま で も 心 安
ら か で ないのだという咲きを詠ん でいる。この第一首に対応するのが第三曽で、第 一 首の「呪ぶ啓」に対し、子らの「うちあぐ る啓」を詠む。そして、子どもに似合わないその呆け／＼しい和を間いて、「人知らぬたのしみを
早子
らは知りたり」と子らの
心にまで及ぶ戦後の荒廃の様を逆説的に悲咲している。一カ、第二 留 は 、 子 らの閑に注視して 、 み な ぎ ら う 冬の光りにもあたたま
巾共深 く
,＇，＇ , ＇ ， ' , ' , ' ‘ , ＇ ヽ






子 ど も 、 安 か ら
な
-110-
ることのなく、「烏屑」になっていると詠
む。子らの関に対して
・作
者自身の「生き閲」を詠んだのが、
第四首。第二首の「あた、
まりなし」に「こほり」と対応させてもいる。
また、
第四首初句
の「み冬」は、
第二首の「冬」の語を承けていること、
明白。
こ
うして 冬の光り」の四首も作者の創作意哉に基づいて巧緻に徽りなされ いると認められる。
遥空の四首連作の墓盤
以上、
釈逗空が、
処女歌集r海
やまのあひだ」か
ら第六歌集
「倭をぐな」（『倭をぐな
以後
j
も含める）までに見られる四首
巡作のいくつかに、「筏業集」の「波紋型
「流下型」と同様な構
成手法を用 ていることを歌詠に即して述ぺてきた。
逗空が「戒
i菜集」の二首ずつ四首の胞答歌
・
問答歌
・創作歌や独詠歌におけ
る四首構成の二種の型を心得てい
たことは、
迅空三十歳の時点で
の著作である「口訳附策集」において、
流下塑対応を有する⑤八
0六ー八0九（先掲〉に語句・内容の関述を押さえつつ的確な口沢を施していることからも拙察
される。
また、「折口信夫〈平集」
のあちこちに開隙されている迅空
の発酋に
よっても窺われる。
泊
空の発酋のう 、「呼応・唱lll．懸け合ひの対偶発想」「一人 培保的発想」などについては、
前掲拙枢「釈辺空の泄作」に指摘し
たけれども、
まだ他に肋れておかなければならない発酋が存する。
ょと
吉野川行く瀬の早みしましくも淀むことなくありこせぬかも
（②――九）
我妹子に恋ひつつあらずは秋萩の咲きて散りぬる花にあらましを
(―二0)
すみの人
あさか
たよも
タさらば潮悩ち来なむ住吉の浅香の捕に王泌刈りてな
・（
一ーニ）
はと
9
しの
t"
上
大船の泊つる泊りのたゆた に物思ひ痩せぬ人 子故に
（ーニニ）
し
右、「筏策集
j
巻二の「弓削且子、
紀昆女を思ふ御歌四首」に
ついて、
沿空は「和せ歌を亡った様に見えるが、
一―九・ーニー
は紀皇女作と見れば、
各一対と見られぬ
でもない。」という一棠
を述ぺている（全集第九巻、「相聞歌概説」。
初出は「短歌研究」
第七巻節一号、
昭和十三年一月）。
――九と―ニーは、
四洞を考慇に入れるな
ば、
紀皇女の作と
見るよりは弓削且子が紀皇女への思いを述ぺた歌と捉える方が自
(9J} 
然であ と思われるけれども、
追空の一案は、
沿空が祁策集の四
首構成の中には二首ずつ各一対になる楊合があることを充分に考感していたことを告げており、
近過できない。
また、
逗空が問答歌や贈答歌、
そしてその組歌の、
形式や語句
と甜句との対応に注目していたこと 、
次に掲げる1i6の発酋
によって知られる。
、、、、
1間答歌は、
相削歌の元米の形で、
本たうのかけあひであり、
恋愛的気分のだん／＼稀博になつて来たものである。（中略）
-111-
問答歌の時には、
大体似た形の歌が一っ
9氾
拉ぷか、
一っ以上
拉ぶか、
又は―つの歌を、
二部分に分け
て歌うてゐ
る。（全
集第九巻、「歌の発生及ぴその部菜集における展開」。傍線は本稲の節者）
2結局、
8本の歌は、
かけあひと言うても、
順つぎと雷ふても
よろしいのですが、
古いところは、
特糾歌で歌はれ
、（後粕）
（全集第十巻、「歌及ぴ紐歌の発生」）
3糾歌は一首だけで、
自然のやうに思は
れますが、
実は、
一首
だけでは不自然なので｀
必二首以上辿るべきであります。其
を本と太として、
一首に歌ふ事もあります。（全集卯十光J‘
「歌及び紐歌の発生」）
4片寄の様式から見て、
つくん＼＇惑じられることは、
神と人と
の問答に用ゐられた詞存であった間明な形だと酋ふことだ。
、、、、、、
其に、
恰もこだまがへしの様に、
同音数で答へられると酋ふ
こと。
此は、
最出来易い相似形を稼期して居ることが明らか
ヒトコト
だし、
亦表現の最容易な、
ほんの一言と而った形で、
その答
へを刺戟しよ
うとしてゐる。（全集第七巻、「日本文学の発生
序説
」）
5問答唱和の様式で表現する儀礼が、
広く且久しく行はれて来
た°其が終に、
散文的な対話を以てする様にもなったが、
最
ヵ9
ゥ9
古典的な民俗は、
歌の形式を應酬す
るものであった。
片研
(577)
．旋頭歌(577
.
577)の形を
、挫
方でくり
返すのもあるが、
最盛んに行はれ、
其標準様式となったのは、
やはり短歌の、
本（上句）
・末（下句）を合せるのと、
短歌
どうし懸け合せられるのと、
此二つが殊に盛んに行はれた。
其が粘局、
上句下句又は下句上句をかけ合せて‘
ーつの短歌
の形にするもの、流行に加する様になった。一唱和だけに止らず、
さ
うした問答の相手同士で、
幾唱和かを反復する形が、
更に勢ひを得て来る。
此一唱祁・復唱和の様式、
皆述歌の文
芸前よりの形で
あり、
此が像式から出て遊戯化し、
更に文字
の記録に途つて、
次第に文字化する。
そこに文学としての連
歌が成立し、
其複合体なる鎧ーくさりー巡歌が行はれること
になった訣である。
唱和の形が、
敵対発想をとるか、
恋愛表
現をとるか、
大体二つの何れかによ
るのが、
古い形であった。
其二つ，も亦、
結句競争の歴倒的なものと、
同じ協和式なるも
のとのニカ而に過ぎないので、
恋愛表現にも抵抗、
競争にも
抵猫を示すことを忘れなかった。
だから、
唱和問答はすぺて、
若干恋愛梢趣を含んだ表出をとること なって居
た。
巡歌が
殊に、
恋歌的な要索を深く持つてゐた理ulはこヽにあ
る。
短
歌が、
相間・恋歌とし
ての分野を広く占めてゐたのも、
又述
歌唱和と
しての過程を持つてゐるからである。（全集坑十咎、
「恋の座」、
傍線は木秘の策者）
ニハ
6片滸や、
相間の類の歌垣の場に発生した咀利・贈答の発想法
は、
いろ／＼に分化して行った。
旋頭歌の如き、
単長歌の如
- 112 -
き、
或は短歌の類ま
で、
皆、
此かけあひ・つけあひの発想を
ば基礎にして居るのである。
此形式方面を多分に伝へて完成
70) 
したのは、
歌合せと連歌とであった。（全集第一巻、「女房文
学から隠者文学へ
J)
見て来たような迅空の見解は、需腐｛集」の「波紋型」「流下
型」の対応構成と靭き合う而を多分に持っていると言えよう。
迅空は「料菜集」の問答歌・附答歌・独詠歌に見られる「波紋
型」「流下型」の
対応構成を自己の独詠歌述作に生かし
て、
独自
な作品世界を創造したのである。
平成二(-九九0)年一月一日税
注
(1)詔利五年匹Jl発行。巻四の改訂増柚版は昭利＋匹年二月先行。本松
の引用は改訂増補版による。
(2)を四の註釈は昭和二十四年六月発行。培訂版は昭和＿二十二年六月発
行。本税の引用は初版による。
(3)このことは、
姐副の「柿本初臣人麻品歌四ヤ11」という記祓と相即不
帷の関係にあると考えられる。
(4)「感謝」は配列の上から、
昭和十四年の詠作と認められる。
後に
「泣やまひこ」において、
この四行に二杓を付加して六莉述作とし、
題も「市井山ill」と改めているが、
その「遠やまひこ
j
の「改作年
表」には、
昭和十四年九月と製作年月が記されている。
.
(5)ただし、
②
i
一九iーニニは、伊藤陣氏 後人仮託泌もあり、
実際
中泄文学研究（中四国中枇文学研究会）中匪文芸論棺（煎谷大学中世文芸談話会）中世文学論殻（東京学芸 ）
第八号
通信（東京外語大学）
第六十七牙、
第六十九号
筑波大学平家部会 梨
第二集
鵡見大学紀要．第二十七号同志社国文 （同志社大学国文 会）一号
に弓削凡子が詠作した歌か否か、
出かでない。
(6)全兆祁一巻、「俎梨集の招虹」にもlnl様のことが述ぺられている。そ
こでは、
かけ合ひの間答、
歌令せ、
述歌は、「面菜集によって、
招く
事が出来る。」と述ぺている。
研究室受贈図書雑誌目録田
説林（愛知県立大学国文学会）専修国文 専條大学）中央大学国文
83
第叫十六号
相愛 （相愛女子短大国文学研究室
第十五号、
第十六号
第三号
第三十三号
中央大学 部紀要
第六十五号、
第六十六号
中京国文学（中京大学
第九号
中古文学除孜（早稲田 大学院中古文学研究会）第十号、
第十
第十三号
第三十三号
(111梨英利短期大学専任甜師）
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